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Ⅰ 　発表者は、（公社）大分県作業療法協会正会員に限ります。
共同研究者については会員以外の方でも構いません。

応募資格

Ⅲ １．原稿作成上の注意
１）原稿はMicrosoft Wordを用いて作成し、演題名・

所属（施設名のみ）・氏名・本文等を記載してくださ
い。共同演者の他職種については職種を略称で記載
してください。

２）原稿は図表を含めてA4サイズ１枚に収めてください。
（1頁：1行48文字×17行、余白：上下各20mm、左右15mm）

３）文字の大きさは、演題名12ポイント、演者・所属施
設名11ポイント、本文10.5ポイントとします。

４）書体は明朝体を使用し、英数字は半角にしてください。
５）発表者氏名の前に○印をつけてください。
６）本文は、目的・方法・結果・考察などの小見出しをつけ、

800字以内にまとめてください。なお、小見出しには
【　】を使用してください。

７）図表は鮮明なものに限ります。印刷の都合上、写真
はご遠慮ください。

２．原稿提出について
　原稿は演題応募時に電子メールで送ってください。
その際、ファイル名は「第21回OT学会 所属施設・演者
名（フリガナ）」としてください。なお、抄録集作成に時
間を要するため提出期限は厳守してください。

抄録原稿作成要領

Ⅳ

Ⅴ １．スライド作成上の注意
１）スライドはMicrosoft PowerPoint 2010以降で作

成してください（会場ではMicrosoft PowerPoint 
2010を使用いたします）。枚数に制限はありません
が、発表時間を考慮してください。またスライドのサ
イズ（縦横比）は４：３に限ります。

２）アニメーションおよび動画の使用は禁止します。

２．スライド提出
演題採否通知後、スライドデータを提出してください。
提出締切：平成30年１月９日（火）

口述スライド作成要領

Ⅵ 　ポスター掲示は、掲示用パネルの横90cm×縦140cmの
範囲内とします。パネル左上に演題番号を学会側で用意い
たします。その右側に縦20cm×横70cmのサイズで、演題
名・演者名（発表者の氏名の前に○）・所属を表記してくだ
さい。

ポスター作成要領

Ⅶ
第21回大分県作業療法学会専用アドレス

E-mail：oitaotgakkai@gmail.com

演題応募および
スライドデータ提出先

Ⅷ
学会運営部長　三雲　透
勤務先：デイサービス楽横尾センター

TEL：097-547-7520
E-mail：toru@lifely.co.jp

問い合わせ先

本学会は、各施設での様々な疑問点・悩み等について発表することで、会員間で活発に意見交換し、日々の業務に繋げて
いく場でもあります。研究報告に限らず、様々なテーマでのご応募をお待ちしております。

第21回大分県作業療法学会　演題募集要項

１．発表形式については、学会長の判断で変更する場合が
ありますのでご了承ください。

２．発表時間は、口述発表・ポスター発表ともに、発表７分、
質疑応答３分とします。

発表形式および時間

Ⅱ １．提出締切
平成29年10月13日（金）

２．応募方法
　下記（①～③）の内容を明記し、抄録原稿（800字以
内）を添付の上、後述の学会専用アドレスに電子メール
で応募してください。
①演題名、演者名（フリガナ）、所属施設名
②希望する発表形式（口述またはポスター）
③演者連絡先（電話番号およびメールアドレス）

３．演題採択結果の通知
１）厳正なる審査の結果、最終的な演題の採否については、

学会長にご一任ください。なお、応募後の演題名および
演者の変更、ならびに抄録原稿の修正はできません。

２）演題採択結果は11月下旬までに電子メールで通知
します。なお、採択された場合でも、教育的な視点か
ら抄録改善・発表に役立つ審査員からの指導が入る
ことがあります。

３）不採択となった演題については、教育的な視点か
ら、今後の研究発表に役立つ審査員からのコメント
を送信します。

演題応募および採否


